
（
紹
介
）

東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵

「
徳
冨
愛
子
」

徳
冨
愛
子
（
旧
姓
原
田
、
一
八
七
四
ー
一
九
四
七
）
は
、
明
治

二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
に
一
―
十
歳
で
徳
富
健
次
郎
、
即
ち
、
徳
冨

蓋
花
(
-
八
六
八
ー
一
九
二
七
）
へ
嫁
い
で
以
来
、
同
郷
（
熊
本
、

蘊
花
は
水
俣
、
愛
子
は
菊
池
）
で
あ
る
夫
の
人
生
（
の
大
半
）
を
支

え
続
け
た
賢
婦
人
で
あ
る
。
濫
花
の
作
品
群
の
生
成
に
深
く
関
与
し
、

清
書
、
校
正
、
推
敲
な
ど
の
作
業
の
ほ
か
、
作
品
の
文
章
・
文
体
に

彼
女
の
考
え
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ

の
象
徴
で
も
あ
る
自
伝
的
小
説
「
冨
士
』
は
夫
婦
の
共
著
で
あ
る
。

自
ら
も
文
章
を
書
き
、
水
彩
画
を
描
き
、
歌
を
た
し
な
む
な
ど
、
そ

の
文
化
的
教
養
の
深
さ
も
知
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
熊
本
県
立
大
学
「
蓋
花
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究

活
動
の
一
環
で
、
明
治
三
十
九
年
(
-
九

0
六
）
に
東
京
の
東
洋
英

和
女
学
校
（
当
時
）
に
寄
宿
し
て
い
た
愛
子
に
か
か
る
資
料
の
紹
介

で
あ
る
。

徳
冨
愛
子
の
文
筆
家
と
し
て
の
評
価
は
、
殆
ど
為
さ
れ
て
い
な
い

が
、
蓋
花
の
作
家
活
動
に
深
く
関
係
し
て
い
る
愛
子
は
、
薩
花
の
研

究
を
進
め
る
上
で
も
、
も
っ
と
顧
み
ら
れ
て
よ
い
。
本
稿
が
巌
花
研

究
者
の
目
に
と
ま
る
こ
と
で
、
蓋
花
研
究
の
新
た
な
可
能
性
が
開
け

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
資
料
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
法
人
東
洋
英
和
女
学

院
史
料
室
の
協
力
を
得
た
。

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
の
一
っ
）
と
し
て
地
域
文
化
研
究
を
推
進

す
る
熊
本
県
立
大
学
は
、
蔵
花
生
誕
か
ら
百
四
十
年
目
に
当
た
る
平

成
―
―
十
年
、
文
学
部
に
「
蘊
花
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ

せ
、
熊
本
県
内
の
蔵
花
書
簡
目
録
の
作
成
や
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
、
数
々
の
活
動
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
新
書
版
の

『
至
宝
の
徳
冨
蘊
花
』
（
熊
本
県
立
大
学
編
、
熊
本
日
日
新
聞
社
、
平

成
―
―
十
一
年
六
月
）
と
し
て
ま
と
め
、
世
に
送
り
出
し
た
。
そ
の
中

に
、
川
平
敏
文
に
よ
る
「
新
出
・
蓋
花
の
葉
書
ー
熊
本
県
立
大
学
新

゜

関
連
資
料

半

藤

英

明
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入
學
願
書

在
學
證
書

縦
28Cm
、
横

20cm
。
表
紙
に
「
明
治
三
十
九
年
度

①
 

収
十
五
通
か
ら
ー
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
機
に
大
学
が
入
手

し
た
薦
花
自
筆
の
葉
書
を
翻
刻
、
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
枚
に
、
薦
花
が
所
謂
「
順
礼
紀
行
」
の
旅
（
約
四
ヶ
月
間
）

に
出
か
け
る
途
中
、
門
司
か
ら
熊
本
の
姉
夫
婦
へ
書
い
た
葉
書
の
翻

字
が
あ
る
。
そ
の
一
文
に
は
「
お
愛
は
東
京
麻
布
鳥
居
坂
英
和
女
学

校
英
語
学
修
の
為
、
寄
宿
致
候
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
に
基

づ
い
て
、
女
学
校
寄
宿
時
代
の
関
連
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

現
在
の
東
洋
英
和
女
学
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
次
の
資
料
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
（
住
所
の

地
番
な
ど
の
詳
細
は
記
さ
な
い
）
。

明
治
三
十
九
年
度

在
学
証
書

入
学
願
書
（
資
料
1
)
在
学
証
書
（
資
料
2
)

゜

①
明
治
三
十
九
年
度
入
学
願
書

②
外
国
人
教
師
用
の
学
生
リ
ス
ト

③
成
績
関
係
の
記
録

【資料 l】
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と
あ
り
、
後
者
は
保
証
人
住
所
で
も
あ
る
。
更
に
、
職
業
と
し
て
「
著

作
業
」
、
最
終
学
歴
に
は
「
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
」
「
全
科
卒
業
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
明
治
三
十
九
年
三
月
十
五
日
右

夫
徳
冨
健
次
郎
」
の
署
名
と
捺
印
が
あ
る
。

在
学
証
書
に
つ
い
て
も
、
筆
は
、
や
は
り
蘊
花
の
も
の
と
見
ら
れ

る
。
書
き
出
し
は
入
学
願
書
と
同
様
で
あ
る
が
、
続
い
て
、
校
則
を

遵
守
す
る
旨
の
誓
約
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
「
士
族

保
證
人
徳
冨
猪
一
郎
（
捺
印
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
付
は
「
明

治
三
十
九
年
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
あ
と
で
書
き
加
え
ら
れ

月

一
、
熊
本
縣
菊
池
郡
隈
府
町

一
、
東
京
市
赤
坂
区
青
山
南
町
徳
冨
猪
一
郎
方

明
治
七
年
七
月
生
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て

徳
冨
健
次
郎
妻

徳
冨
ア
イ

東
洋
英
和
女
學
校
」
の
標
記
。
入
学
願
書
、
在
学
証
書
と
も
和
紙
、

便
箋
な
ど
に
書
か
れ
た
も
の
を
一
っ
綴
じ
に
し
て
あ
る
。
当
時
は
定

ま
っ
た
出
願
用
紙
は
な
く
、
様
式
随
意
で
あ
っ
た
。

願
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
氏
名
、
本
籍
、
現
住
所
、
職
業
、

最
終
学
歴
で
あ
る
。
筆
は
、
恐
ら
く
蓋
花
の
も
の
で
、
「
入
學
願
書
」

の
書
き
出
し
に
続
き
、

熊
本
縣
葦
北
郡
水
俣
村
大
字
濱

②
 

L
i
s
t
s
 
of 

る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
も
っ
て
書
か
れ
、
書
類
提
出
時

に
付
す
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

）
（
資
料
3
)

外
国
人
教
師
用
の
学
生
リ
ス
ト
（
名
称
は

G
r
a
d
u
a
t
s
 
a
n
d
 
n
e
w
 P
u
p
i
l
s
 

縦

34cm
、横
21em
。
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
。
緑
色
の
表
紙
に
タ
イ
ト
ル
（
英

語
表
記
）
の
紙
片
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。

東
洋
英
和
女
学
校
は
、
カ
ナ
ダ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
婦
人
伝
道
会

社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
学
校
で
、
明
治

十
七
年
(
-
八
八
四
）
、
麻
布
鳥
居
坂
に
開
校
し
た
。
当
時
は
、
全

て
の
授
業
が
英
語
で
為
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
外
国
人
教
師
の
便

［資料 2】
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【資料 3】

宜
の
た
め
、
学
生
に
関
す
る
最
低
限
の
情
報
を
記
し
た
リ
ス
ト
が
作

ら
れ
て
お
り
、
本
資
料
は
そ
れ
に
当
た
る
。

愛
子
に
関
す
る
記
述
は
、

1
9
0
6

と
書
か
れ
た
項
に
あ
る
。
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク

W
の
ク
ラ
ス
（
本
科
か
）
在
籍
で
あ
っ
た
。

内
容
は
次
の
通
り
。
入
学
後
の
九
月
に
は
「
夫
の
帰
国
」
と
の
事

由
で
中
退
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
蘊
花
の
帰
国
は
八
月
上
旬
）
。

1906 

Ent. Age Eng cl 

Ai Tokutomi Apr.11 32 July Acad. N 

Tormer School 

K6t6 shihan g 

home Guardian→ 

akasaka Brother 

Remarks 

Withdrew on husband's return from abroad sept. "06 
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（資料4】

縦
33cm
、
横
33cm
。
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
。
藍
色
の
表
紙
。
背
表
紙
に

M
a
r
k
s
 

1
9
0
7
ー

1
9
2
0

と
表
記
さ
れ
た
紙
片
が
貼
り

付
け
て
あ
る
。
外
国
人
教
師
に
よ
る
テ
ス
ト
関
係
の
成
績
デ
ー
タ
で

あ
る
。愛

子
の
寄
宿
時
代
を
知
る
人
物
に
よ
れ
ば
、
愛
子
は
い
ろ
い
ろ
な

授
業
に
顔
を
出
し
て
い
た
と
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
在
籍
期
間
が
短

く
、
成
績
デ
ー
タ
の
記
録
は
少
な
い
。
但
し
、
少
な
く
と
も
、
英
文
学
、

英
語
史
、
地
理
学
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

③
成
績
関
係
の
記
録
（
名
称
は

E
n
g
l
i
s
h

M
a
r
k
s
)
 
(
資
料
4

Acad. IV 

Literature E history 

Ai Tokutomi 65 75 80 

Geog 

55 82 
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